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～愛称が決まりました～ 

きたなごやし 

第２号 

20件のご応募をいただき
ありがとうございました。 
さんか・クラブで選考し
“とらいあんぐる”に決定
しました。“人々が手と手
をつなぎ、共鳴し、お互
いに支えあう”という意
味が込められています。 

男女共同参画ってなあに？ 
女性も男性もお互いを尊敬しあい、ひとりの
人間として自分らしく生きるために、性別に
よる固定的な役割分担にとらわれることなく
社会に積極的に参画していくことです。 

《特集》 
日本女性会議2006しものせき 



日本女性会議２００６しものせきに参加して 

防災について考えよう！ 

　第８分科会『地域福祉づくり～市民と行政のパートナーシップのまちづくり～』に参加。コーディネーターの相

川康子氏が「福祉でまちづくり」と言われたのが新鮮に感じられ、今後福祉を基盤にした町づくりや地域づくりも

可能な感触を持ちました。また、惣万佳代子さん（NPO法人この指とーまれ）の話には衝撃を受け感激させら

れました。「地域社会で誰をも排除しない、誰にも役割をあたえる」それが福祉の原点との事。“誰でも、必要な

時に、必要なだけ”を前提に障害者も老人も子供も生活できるデイケアハウスでは、社会と

同じく層別せず、利用者も自分に出来ることをする事により、役割と参画意識を持ち生き生

きとしているそうです。これが人生でしょう！ 合理化と効率化も必要で福祉行政には、壁も

多々あったようですが、真の目的のための粘り強い働きが行政を味方にしたようです。 

　終わりに、新潟県中越大震災に於いても地域との関わりの多い女性のほうが心的障害も少

なく、立ち直りも早いようです。男性も地域社会との接触を深め、評論家ではなく行政と協

働の人を増やし、地域づくりの一員になりたいと思いました。 

　「人種」、「ジェンダー」、「年齢」を超え、支え
あい、協力しあう国際的な社会を築くためには政
治、宗教を超えた歴史事実を確認しあい、相手
の心を信じ認めあうこと。言葉はジェスチャーで、
交流や協力は自然にありがとうの言葉で、地域
の協力の中から人まねをしてみることだそうです。 
　本音と建前があることは、個人として受け入
れて交流ができるでしょうか。このことが日本人
としてのキーワードかしら？国際交流と国際協力
パートナーショップを目指して 

日本女性会議とは
　人が人として平等に、個人の生き方が尊重される男女共同参画社会の実現に向け

て、全国からの参加者が連携し絆を深め、活力ある地域社会の構築を目指すため、

1984年から毎年開かれています。24回目は、2007年10月19〜20日に広島市で

開催されます。
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と
こ
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ま
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あ
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男
性
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膠
原
病
は
女
性
に
多
い
と
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塞
は
男
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こ
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を
落
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し
た
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経
前
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男女共同参画審議会委員　天野　滋  男女共同参画審議会委員　四谷 美津子 
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２
０
人
の
参
加
者
は
、
側
溝
・
用
水
路
・
民
家
の
塀
や
自
動
販
売
機
が
安

全
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
歩
い
て
確
か
め
た
防
災
マ
ッ
プ
作
り
や
、
簡
易
担
架
作
り
や
サ

バ
イ
バ
ル
飯
と
銘
打
っ
た
空
き
缶
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
作
る
炊
き
出
し
を
体
験
し
ま
し
た
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れ
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。
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テ
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返
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要
が
あ
る
か
も
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　10月29日（日）災害に強いまちづくりをテーマにトークが開催されました。

　財）新潟県女性財団理事長大島煦美子さんの基調トーク「新潟県中越大震災

から私の3年」から気になる、ためになるコトを掲載します。

　災害時もあらゆる場面（家庭 ･

職場 ･ 地域など）で、男仕事女仕

事と決め付けず、男女共同参画の

視点が必要である。 

　元気な男性は「わが夫、わがまま気まま、すわったまま」な

んて言われないでいろんな分野を男女一緒に支えあっていきま

しょう。「自分だけが苦しい」と思いながら復興していくのでは、

地域社会が不健全。 

　避難生活においても非常時とは

いえ「性別 ･年齢などにかかわら

ず」人間の尊厳（最低限のプライ

バシーの確保）は守られなければ

いけない。 

　男女のニーズの違いを考慮した防

災対策が求められている。 

　政策決定の場へ女性を。 

　防災と災害復興へ女

性の参画が必要である。

（行政・町内会など） 
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　初日の白石真澄さんの講演は、「女性の労働力率が高い国は出生率も高い、女性が働きや

すい社会環境を作ることが出生率を上げることにつながる。意識改革が必要」と迫力ある語

り口で少子化問題を示唆されました。 

　２日目の分科会は、メディア関係の女性の地位はいかがなものか、また報道のあり方など

を学びたいと思い、『メディアと女性』に参加しました。テレビ局などでは最近でこそ女性の

ディレクターなどが活躍し始めてきましたが、まだまだ男性中心

の社会であることを痛感しました。コーディネーターの磯野恭子

さん（現岩国市教育長、元山口放送常務）が制作したドキュメ

ンタリー番組の紹介は感動しました。メディアは、ジャーナリズ

ムと信頼できる確かな情報を発信するものでなくてはならない

と思います。そしてもっと女性の視点からの報道、ドラマが制

作されるよう期待しています。 
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小
学
生
の
娘
二
人
を
連
れ
て
会
場
へ
。「
お
父
さ
ん
は
外
で
呼
び

込
み
す
る
か
ら
、
あ
な
た
達
は
入
り
口
で„
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
〜
“っ
て
お
客
様
に
笑
顔
で
挨
拶
し
て
ね
」。
子
ど
も
達
は
お

芝
居
を
見
る
の
も
初
め
て
な
の
に
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
も
体
験
で
き

る
な
ん
て
嬉
し
い
と
喜
ん
で
ま
し
た
よ
。
お
芝
居
は
と
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
。
近
所
の
ご
意
見
番
が
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

親
子
の
問
題
に
余
計
な
お
世
話
だ
が
何
と
か
し
て
や
ろ
う
と
親
子

と
共
に
考
え
悩
む
と
い
う
お
話
。
何
と
も
言
え
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
風
呂
屋
の
ご
隠
居
と
、
少
年
・
お
母
さ
ん
の
早
替
わ
り
で
二
役

を
演
じ
る
役
者
さ
ん
と
の
会
話
に
客
席
は
終
始
笑
い
、
そ
し
て
感

動
の
拍
手
が
沸
き
あ
が
る
な
ど
の
良
い
作
品
で
し
た
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終
了
後
、
会
場
を
後
に
す
る
方
々
か
ら
は
皆
満
足
し
た
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
育
て
で
悩
ん
で
る
方
に
は
優
し
く
何
か

を
感
じ
取
れ
る
作
品
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　北名古屋市女性の会男女共同参画委員会は、県
人権ファンクション委員会の委託を受け、「おばあ
さんは山へ芝刈りに、おじいさんは川で洗濯に…」
という寸劇を演じ、男女共同参画をわかりやすく啓
発するDVDを作成しました。 
　2月18日（日）午後1時30分から総合体育館
市民ホールで「男女共同参画のつどい」を開催し、
上映します。是非お出かけください。 

　昨年12月に実施した「北名古屋市男女の人権尊重・社会
参画アンケート」へご協力いただきましてありがとうござい
ました。結果は３月末に公表し、「（仮称）北名古屋市男女
共同参画プラン」に活用いたします。 

モモタロー・ノー・リターンモモタロー・ノー・リターン

アンケートご協力ありがとうございました

　講師に細内信孝氏をお迎えして、「住民の力で地
域を元気にする」コミュニティビジネス(営利目的
とボランティアの中間領域的な活動のこと )を学
びました。重要なことは、顔の見える関係 (中学
校区の広さ )で等身大の活動を行うこと、職住近
接の生き方で多足のワラジを履くこと、安心でき
る生活圏をどう作るかに視点をおくことだそうです。 

北
名
古
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業 

主
催
し
か
つ
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会 

コミュニティビジネス勉強会

自主勉強会開催 みなさんご参加ください！ 

と　き　2月28日（水）午後7時～ 
ところ　総合体育館　大会議室 

　北名古屋市になってから第２号の情報誌を発行することが
できたことに感謝しています。愛称も決まり、これからもま
すますこの情報誌が皆さんの身近なものになるよう願ってい
ます。 
　毎年１１月に、「あいち女性面白マップ」が発表され、愛知
県下市町村の「女性議員率」「審議会等の女性の登用率」な
どを総合的に判断しランキングがつけられますが、このほど
「北名古屋市」が１位になりました。１位というのは名誉です。
どれだけ男女共同参画に一生懸命なのかということです。自
画自賛ですが、「さんか・クラブ」のメンバーがそれぞれの
場所で熱心に活動してくれている証明だと思います。 
　難しいことではありません。ぜひ私たちと一緒に活動しま
せんか？本音が飛び交う楽しい仲間たちばかりです。 

さんか・クラブ会長　　徳永敏枝 




